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女はみんなもつ」1:1..tる
香山リカ

生さ易い躙撓とは言えない複磯な現代社会｀
恋愛 仕事 母 蜘 麻などにスポットをあて、
嫌紐訂 1うつ」について考えた本でr.

やっと。やI
Itニック鶴害から抜け出せそう...

大湯久哭子

ある日突然バニック緯害の発作に襲われた著
者． r病気の原因が分からない恐怖J rt以：
りで病気を抱える恐怖J 「自分の体のコン．＇
ロールがでさなくなる恐怖Jと向さ合った箸
者の10年閏の記縁です．

気もちがラクになる 1

小・中学生の「心の活気j事典
巾川宏伸偉廿多｝

心の寮気や悩みについて、原因． 症状がイ
ラスト入りでわかりやすぐ説明されていま
す．
子ともへのかかわり方や症状を涅解，，るた

めの参考になる→て．

と
舅女撃尋置遍にンタージャーナル ●● 



 

印目 o

「え＂＂て久鵬米」は匹 H8併畿0200碑 8月に、新

久雹米mの女性たちにより緻立された久鬱米墨女共鐸•

．糞遭ネットワークの・繹でv-.「えりてJはフ9ン

ス璽で平鴫色・床し蒙v-.2“冷年5月に初公演をあ力え

mn98•令8•暇8～女と男～絆を導えるJ は令年

に入って言でにm内19外力ら翼漬諏．t120を超える

ほと大人鱈で.. 
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綱座店上しポート

ー った°"m
言女輝帆載奮と声寓に●べ心鱗しみにくし遭葦噂

だピンと濱ないので｀もっとやさしく分力りやすく伝えるm五
はない0と轡えるうちに、●'/11.¥し90では？と鍵罵ガでまし疋o

攣晒で鯛1i11員を応暮したところ鯛まったは鯛とはほとん

と薫鯰彙人。それでも、譴員念員とうやったら璽も女も•せな

社會をつくれるか？とたくさん万にメッセージ壼伝えたい患い

臼直遁ばいま9.

・むより扇置に鴫じても6えるように、緊〇入りでその地蟻0加
．贔戴む砂“渾尉•吋舟竃躙9ら聾謂とりまも

•一ん...
rt:.ても・近なテーマ・璽もっと見てもらいたいunし入鵬

lillt:.1111いていたか童々としない口慰い畑もよnっに年筐不

匹ところもし、い1」 rosも大山畿貴U匹ったのでは一と・

えさせられに」 r仕・一筆で蒙底を璽みないような、鯛疇ち糞

にはらないようにしたい」とさまざまな頭nぉりました•

の量中も nンつj と拍千や~'廿おこり、囀さん00本、漬

でみんなE分nりやlt<議と磁しめる鯛になっていま寸．

メツI｛ーは環在公人。それぞれ仕事や熾墟0匹島寡襲研

纏としなガ6鯛〇鑽冒に圏んでいます．当Bに出漬できな

くなる加しばしばあり、代横：良霧心万もいま＂・

この8、重重暉嚢墓めた甘木さんは、 「長い台胃邑藷とカ

●えてほつとしていま"·」と苔えてくださいました．鰤•
鴨は1-で、当Bも貨冶羹から•一患してお
り、とんeん纏潰は蠣“真い込む中、 直も・やらない“と

は●わ訊9とこ50ta,9んで"・ Jと彙誕さん

-~で摯遭`”`E-m’“`

男女共同参白哨疇＿念禰漬会

～問題意識を形にしよう～

荘応
讀 ；尼鯛応性センター・ トしビエ 所畏蓋星裕子

■11111●重・を形にしていく
ちょう＿璽苓繕峨員昂の賣っただ中、私は夫の艶聾地で生活ワるために仕・を選■し、 東京から大飯に移り住み攣した

＂ぐに子ともガ生攣れ匹で 、ti:・はせず爾ltに尋念し聾しこ 霰や親畢、友人もいない地の小さなマッションで子ともを翼
てる生活廿始蒙，）蒙しこ夫仕事で旱鰯に出nC、鴨りも夜遵＜、蒙るで子供と 1対 1で●らしているようでした．子とも
はかわいいのになぜ力愚じる不安、．婁として母鑽として遇ごlJ1ljeに、本当にこれでいいのnという思いに力られていた笥期
が2~くらい騒8蒙しこ

そのような生活が変わったeっ如は、衝島の広さでB:t<女旺学薪究会の 「今日の零苔会に来絞せんn」というあ知らせを
見つけWlXIしこことt，，。本当に小さな学琶会でした これ蒙で以3分の患い、学校で学んだこと、夫との生活、子爾ての藁
しみの反面に愚じる不安愚、そういうもやもやとしていた思いか伸織と一編に活羹し、 学琶し、 記し合った，）するうちに
畑破89C郎な＂＂lとな，）、 言菓四•）蒙しI:!. もっと謳化しか霜しi:.,1.1という瓢田ら店に紺込入
学、法を学び蒙しI:?.2震目の大学生活でしたガ、 ●初の蜻よリ，，っと戴強し蒙しこ合蒙での人生で一量飯這したのでは
ない力と患います．

・行政の政籟に■わる中で見えてきたもの
卒纂後、 「スペースフィフ,.ィJという政顕コソサルタントの錮人・甚所をはじめ置した．すべてはg分の御■Ill圃F衷聾

しCものであり、女印田即症蘊・虞量、行動計蘊叩拝凡 コンサ／”,.ィング尋の仕事をし敦した．
行政の計畜の漁れにtt止 して携わっていく中で、男女バ門璽爾杓葡オ子爾て杞＂し属艦者 、褐込 稼膏尋、あらゆる

分 翫1111わってあリ、その鹿諏細細馳加ガ鎌如心四匹戒麟で訳いないということ雌ぶ 腹
した。その尽蕊は、佐預決宅をする担当郡こ女伍ガ少訊9ということ、累た、女釦旦当老の恵見ガ、課畏詞鴎など男出紅9
り匹四、匹匹llllっていが3心と、 esに、暉の担当翫かく5欝心でも、 ●鉗9細~'と劉載這蒙砥Iとい
うこと。 これらの経績をとあして、女性暉やなどの在隕注•の竃臼9ることの重曼性を感じ蒙しI:!.

■女性を●会に送る遍•をと糾て
「8亭の女性の・員は少なすぎる．，なんと力半分にしてい：：ぅ、・員の半分は女性というのガ当C,）船なんだ、私たちと鍔

じように一般C活動している女妊をみんなで・会に出してい：：う」をモットーに、 1996年IJSr女姓を纏会ヘ バックア
ッブスクール」を設立し累した. rwi紅心とを学ほう」 「選攀のことを学ぼう」 「膿員牛去を学ほう」 の3つを柱に、政治
に舅心を拷つ女任や、諷員に立傾憑したい女と口瑶プてし鳥追云と目璽口苓元企蘊運ぢを始が更しこ璽10目のバックア
ップスクール開鼈亮は、予慧をはる力に鼠えl:!200名の応璽があり、大反●に0っくりし累しこそして私たちは、箪の磁
の女たちの「表霙台で政治を変えよう」という熟震を受けて、 2001年には rNPO法人フィフテイネット8北父：政治
・政ヒンター） 」を星立し表した

●女性の複点｀政籟巴言かすたむこ
畑噂翻洲改紐oa畷 E入っ口ら℃四、女紐 ちg少しすつ力を力、靱匹鳳鱈齢転職し

ていなくても諷正なるという汚代を令、ようやく迎えつつあり攣な、大飯府で1こr久往”-nI＆仕が全くいない畢会）
ガなくなり蒙した。でも、宜痒に見ると蒙だ蒙だ厳しいものかがJ紅 o

暉の計轟g、"Ill煎字→仰蹟Tl冨→孜賢決完→以凪東坤一政顕葬樋、そして累C次の課園年というようこ、政如Ill遍
されなガら決められ貢誕され恵す。女性の視点を政頭に活すためca、一• Oすべてのところに女性ガ参轟し、発
言していくことガ必置です。当然＾行政も・会も政頭の過樫に入っているのです力ら、あらゆるところに女件杓霞書纏してい
くことガ重蔓なのです。

●9鵬 l噸鶴L”→9..→，， ※このレポートは H21匹 71こ行われた舅漬の一隠をCンクーで畳約したものでず． 紐掌尊箪童センタージ”ー~,. 2● 
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●セクシュアll,・ハラスメントとは、相手の璽に反している望
まない ・性的な口動を言います
性的な攣がらビ • ItかしというむDだけではなく、仕むは日葉、 話題、行為によ
り、 結を不校にさビる、且心地を悪くさビることもセクジュアル・ハラスメン
トです。

•四だけで起こっているとは霞りません
学で、病院で、範設で、スポーツクラブで、文化サークルの中で、他暉汗転の
中で、数資活鯰中でも起こっていまlf.

II、

四

・スキンシップ」と言って体（髪、屑、背中、胸、足等）に触る

・雲囲気を和らげるためC」とわい談をする

・性的なからガいをする

・デュエットを強制する
• お酌を強要する
・酒の席は無礼讚とばか，）に巽性の体に触る

・相手の容姿をガらかう

• 相手は嫌ガっているのにデートに何度も誘う・ ・・

相手1!「嫌だ」 「やめてください」と言わないからかまわないと、勝手に察釈して行
えば、相手にとってはもちろんのこと、周，）の人にとってもセクジュアル・ /Iラスメ
ントになりま,,.!

「久留米男女平専を這める条例」璽5条、璽7条には、セクジュアル・ハラ
スメントの馘止と、．扇、学校、地域をはじめ市民の力でセクシュアル・ /Iラ
スメントをなくしていく努力が●務付けられていま.,..

セ，，シュア／し • Iヽラスメント相麟窓口
久留米市男女平等推進センター 0942-30-7802 
久留米市男女平等政策塞 0942-30-9044 
福閾県筑後労働者支援事務所 0942-30-!034 
福図労働局雇用均等塞 092-41 J-4894 ` 4 

呵

仕事も、学びも、遊びも、

風通しの良い環境で、気持ちよく＊＊＊
●● 璽史寧尋属重センタージゃーナ.. 
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め
ら
れ

な
い
こ
と
を
二
次
被
害
と
い
い
ま
す
。
被
雹
雹
は
、
二
次
破
雹
に
よ
り
、
さ
ら
に
深
く
傷
つ
い

て
、
孤
立
感
や
自
貫
感
な
ど
U
さ
い
な
ま
れ
、
讀
神
的
に
不
安
定
U
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

以
前
U
比
べ
る
と
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

11ラ
ス
メ
ン
ト
U
対
9
る
人
々
の
問
露
意
識
は
広
が

っ
て
い
ま
烹
け
れ
ど
も
、
発
生
件
数
は
職
場
の
セ
ク
ジ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
見
て
も

一
向
に
減
っ
て
い
ま
ビ
ん
。
全
国
の
厚
生
労
働
嘗
層
用
均
等
室
に
は
毎
年
1
万
人
を
超
え
る
破

害
相
竪
ガ
寄
は
ら
れ
て
い
ま
す
。
セ
ク
ジ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
行
う
人
は
、
事
の
重
大

性
U
気
づ
い
て
い
な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
b
が
、
被
害
を
受
け
た
人
は
そ
の
後
の
人
生
が
と

て
も
生
き
づ
ら
い
も
の
U
な
っ
て
い
ま
す
。

P
T
S
Oな
ど
深
刻
な
ス
ト
レ
ス
麓
言
を
捨
え
て

い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
ビ
ん
。

①
性
的
な
記
111で
笑
い
を
取
る
の
は
、
陀
代
遅
れ
で
す
。
も
っ
と
ス
マ
ー
ト
な
話
題
と
会
岳

を
心
ガ
け
ま
し
ょ
う
。

0
男
い
か
け
て
断
ら
n
E
情
は
、
潔
く
あ
さ
ら
め
ま
し
ょ
う
。

N
0
ー
は
、
N
o
,．で
す
。

R
他
人
の
体
U
触
る
の
は
、
相
手
の
許
可
、
含
恵
ガ
必
要
。
気
安
く
他
人
の
体
U
は
触
り
ま

せ
ん
。

④
あ
酒
の
席
で
も
、
性
的
な
話
題
や
力
ら
力
い
、
体
U
触
る
こ
と
は
、
ご
法
度
で
b
.

R
自
分
の
妻
や
娘
、
女
き
ょ
う
だ
い
ガ
さ
れ
て
111な
こ
と

言
わ
れ
て
嫌
な
こ
と
は
し
な
い

よ
う

uし
ま
し
ょ
う
。

R
m
役
所
な
ど
の
＾
台
ス
の
場
所
、
景
り
物
の
中
で
行
う
と
、
周
囲
の
ひ
ん
し
ゅ
く
を
買
っ
た

り
、
騒
ざ
U
な
る
行
為
は
、
と
ん
な
内
容
で
も
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
と
雹
え
ま
し
ょ
う
。

｀r卜は、

舅女攀鴫層菖ヒンタージャー.,,., .. 



 

合
回
の
新
聞
C
見
る
女
性
問
題

は、

「
性
氾
罪
被
雹
雹
と
鍼
羽
●

裁
判
を
め
く
る
女
性
た
ち
の
動
き
」

に
つ
い
て
轡
え
ま
す
。

饉
羅
・
は
●
胃
．
．
 胃
の
賛
●

裁
判
●
戴
尊
の
対
量
に
な
る
●

件

、
●
大
な
氾
罪
で
、
例
え
ば
、

殺
人
罪
、
強
盗
致
死
置
罪
、
現
任

建
造
物
専
放
火
罪
、
身
代
金
目
的

誘
拐
罪
、
危
険
運
転
致
死
罪
な
ど

ガ
あ
り
、
う
ち
性
珀
罪
は
二
麗
を
占
め
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
藪
喜
員
誠
闘
に
あ
い
て
ほ

裁
判

を
公
平
に
行
う
U
め
U
‘
閾
係
雹
を
裁
判
員
喚
哺

者
力
ら
除
外
す
る
よ
う
C
な
っ
て
い
ま
b
．
具
体

的
に
は
、

裁
幻
櫨
藝
襟
氣
五
十
名
殿
震
に
対
し
て、

被
害
者
を
聘
定
？
る
錮
人
蠣
職
を
伝
え
る
専
に
よ

り
聞
係
雹
を
除
外
し
ま
交

当
然
、
性
狛
罪
被
害

者
の
場
合
も
、
国
人
襴
藝
ガ
械
判
●
禎
補
雹
に
伝

え
ら
れ
ま
b
.

拿、

．
．
 に
な
っ
て
い
る
の
は
：
・

性
氾
罪
被
害
の
場
合
、
他
の
事
件
と
冥
な
り
、

好
寄
の
眼
で
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く、

ま

u‘

被
害
に
遍
っ
た
の
は
被
害
者
に
賣
任
ガ
あ
る
力
の

よ
う
な
見
万
を
さ
れる
こ
と
ガ
あ
り
ま
す
•

「
誘

わ
れ
て
つ
い
て
い
っ

u」
r
や
め
て
と
言
っ
て
い

な
い」

「
抵
抗
し
て
い
な
い
」
だ
ガ
ら
被
害
者
も

慧
い
と
、

被
害
者
ガ
被
害
を
迅
い
だ
力
の
よ
う
C

非
霞
さ
れ
た
り
、
事
賓
を
歪
曲
し
て
と
ら
え
ら
れ

覇雹羞_•' .

‘゚’ 

欝胃ジャンクリスチャン・ブーヴィエ
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屯公
日
＇．

ゃ

'|

9

由

’a↑;＇

る
こ
と
tJ
よ
く
起
こ
っ
て
い
ま
す
．
こ
の
よ
つ
な

こ
と
を
二
次
被
害
と
言
い
ま
す
．
二
次
被
雹
の
多

く
は
性
被
害
へ
の
理
解
不
足
が
原
因
で
起
t

り

ま

す
。
こ
の
よ
う
な
周
囲
の
状
況
の
中
、
性
辺
罪
被

雹
者
の
多
く
は
、

自
分
に
起
き

u『

J

と
を
他
人
に

知
ら
れ
た
く
な
い
、
人
目
に
さ
ら
さ
れ
U
く
な
い

と
思
っ
て
あ
り、

刑
●
告
訴
を
し
な
い
被
害
雹
は

た
く
さ
ん
い
ま
す
•

「
l
l
J
雹
者
を
検拳
し
た
、

告
訴
以
外
C
余
罪
tJ三
十
数
件
」
な
と
と
い
う
記

.
tJ表
わ
す
と
あ
り
で
す
．
こ
の
よ
う
な
甚
況
の

e、
全
回
の
裁
帽
貫
誡
羽
に
よ
り
、

一
殷

m民
で
、

守
秘
●
務
を
持
た
な
い
伺
十
人
も
の
裁
判
員
候
補

者
に
被
害
者
の
個
人
帽
颯
ガ
伝
え
ら
れ
て
い
く
と

い
う
こ
と
に
な
5

＂ば
、

r
被
害
者
は
ま
叶
ま

t筐

え
ら
れ
な
く
な
る
」
と
心
配
す
る
戸

”Igの

も
う
な
tfけ
ま
す
．

侵
．
．
．
 を
0
る
．
，
広
が
っ
て
い
拿
言

戴
判
員
制
度
ガ
始
ま
っ
た
合
、
性
狙
罪
・
件
tJ

起
こ
っ
た
地
戚
の
地
万
裁
絹
所
C
対
し
て
、
被
害

香
の
醤
人
幡
載
の
流
出
や
二
次
被
害
防
止
へ
の
配

慮
を
求
め
る
Illき
が
始
ま
っ
て
い
ま
交

g
曽
羹

ガ
こ
れ
以
上
這
い
つ
め
ら
れ
な
い
U
め
に
、
早
患

な
対
応
tJ望
ま
れ
ま
b
.

男廿平等政策室ガらのお知らせ
m名分野の女性慰さ匹¥Al襲田

名 定患
磯甍員患 女 の

女 男 II 比％

市●会m 42 6 36 •2 "3% 
鰊胃費員庄 6 ， 5 6 96.7% 

選嶋●逢懺員会 4 1 3 4 25.0% 

公平費員会 3 

゜
3 3 0.0% 

艦 璽員 亀

゜
ヽ 4 00% 

鑽戴臀貫令 52 

＇ 
s, 52 1.9％ 

観書重亨贅賣員!H会Iii 12 3 ， 12 埠・0%

i 
縄費員曼

女比笠拿の％ 区分 艘
女 ’ II 

！ 
鴎•曇蜘による 紅 畑 ?99 1.237 36.4% 

設量置鵬鴫による 21 149 2S? “ 碑．7％

II 105 認7 19S6 1,6 35.7% 

戴’""皇璽員比寧 （％） ＂ロ 2l年“"B賓田

直 翌
3 古賛市 3..5% 

葦姜攣食＂などに基づ くもこ

●9 男文撃讐箪重センタージゃーナル

市審議会等委員への女性の

登用率35.7%
fi政の分野において．誕蓬の対象及び影●を受ける者

の半分は女性であることから、女性の参l11を拡大してい

くことが重要な鳳題です。

巾では、政棗・方針袂定過程への女性の参繭を進める

ため、年虞最の藪鯖目概をたてて審議会等委貝への女性

の登用を促進する取り組みを行っていま-r.左表のよう

に．平成2I年4月1日現在の登用亭は35.7％となって

おり、前年と比べて1.7ポイント上9しています。市では、

平成22年度末までの目概鯖を40％に設定しており．今

まで以上に女仕の参繭の拡大が必頁ですe また．法律・

条例などに茎づく書議会等への女位の登用寧は3邸％で、

凧内では第2位となっていますe

各委員の選任に当たっては．地蟻や関連団体等へ撞薦

をお願いすることがありますが、団体等の代表に女仕＇が

少ないこともあり、女性登用促進の識題になっています．

地撼． 朧場や団体の方針決定の湯に男女がお互いに

対等なバートナーとして．共に平等に鬱繭できるような

躙襖を作っていさましょう．

朧：メディアと面たち（さ”記はn〉

コマーシャ/Lの中の
tt粒たち

CMロマーシャJりは社をし出す釦ある．
瑣を道震する的と、ちょっと紐Uして只せる10%
のミックスで、人，，を艶鱒させ隻しませて、紐彎心や

葦しい薫薫を求める・糞にも対応する．広告主霰霞づか
い、襴鴫•のI リを髯1こしながら作られる0ヽは徽紗
なltランスの中で、咤代と憂会を軍し出して。霞白い．
そんなCMO鶴力にはまったブーヴィエさんの賣潰ば~

●鼻のコレクションの中から、遍，'すぐ90嗅蠍霰軍

し出しながら、日濤・内濫＂られた．
CMは、どのような綱咸呻られているのだろうか．

ブーヴィエさいはまず、コm-9とペブシコーラの

CM験を比しながら．その共還IDrつくりJにつ

いて鎮良、もの（コト）を”m、・鉱11、伸ばして．
見るものを還くまで遭れ出し、曇懺になるほどという

鍵●につないでいく．これがコマーン¥)MO墓布噸
だという．

¢Uぱ女性・男性をどのように鑑いてきただろうか

ます、 70響代初讀0日本、男怯化鼈贔のCMでf土 鼻
型的なマッチSが雙珊し繁輿員を冑,,アクションスク

—疇き書員せふ次屯に綱代成 ・碑紅
は男性の紐がやさしく、やわらかい．そじど、”
年代アメリカの作品では、属懺の性区分を・,Jヽにおさ
えたカジコアJ以遭しIO墨女の欝が、國面し1，，ばい

に畳湯すふ・
人霰播いて、性爾0濃しlを癬胄宥るか繹えるがで、

籠とちがったイメージになることがわかる．そして、
裏らためて隻づぐのは、 29t11紀に生eる畢たち広

性ではなく員性を大事にしていく地点に學ているこ

とだ
•t1て、女侵鐵の変冨m目介されこ ao學代の費名

〇庫ゑ這絃北綱軒が、輝磁綸でひ

とりビキニ資になっていく． llくるしい賽鑽と鑢康そ
0も0という畠俸が藝竃になったよう1：：鼠うが、今見

吐•.働0員麟を賃1こし出がら凰愈即1でゆく女のテ
〇鼻体を、ひそかに鵬割屈すカメラ〇饂織がきっく、

最り鰈心0疇も籍々しい．
討して、以年代未、、江負マキコのチョコレートOC

Mでユカメぅmm同じく鼻体をみせるシーンで葛るが
見られる貴体0畳鳥0饂力纏とい9ものがなく、自分

噂即囁『え→ウ久●尉匹功夕''-）R 暉

は自分という自・が璽面にあふれている・マ字コO冑
中は只られていることに負mいなIヽ し力檎さや●
憎さえ纏じられる．

20旱近く0時憲経て作られた、この2つ00を
.Itべてみると、喚・として印戴〇璽Iヽは櫨烈だった
女の・俸底邸に鑽加ているのがどちらな0かl;t.
濁蒙りにも明6かである，そして、暮たもの目・摯た

ち〇賃がかくも畔代(!)箕れに懺プて裏化してきた
ことを納暢するし、彗［乙約茶の間にはいってくる饒

濱的な嘱●1.::.飩攀であったこと雹●い知る・ブーヴ

ィエさん0鱗巖1こうながされて、戴を覺｀目疇た
欅たちであった

e事のCM

ブーヴィエさんによるI::、日本がMではお父さん

たちの・事細シーンが暉的に少なく、そOO作
品は鸞だ繕についたばかりだと919．オムツを讐える

9’’r．かい拾手をおくる事oti.烹ぽえましいが
フランスでは、三たり節の日鑽なので、拾手なんかあ

99えないという．それだけ、私たちの會と鴫髯が遍
れているということのようだ

とはいえ印年代以輝、日＊00Aもシリアスでま
じめなトーン0ものばかりでなく、 EノゴHに批判的

な置白くもシニカ｝いな作品が驀電して書ていて、女
性〇襄状や役劃に竃讐胸な目も注がれてきている、と

いう．
だから；；；；そ、 CMOおもしろさや藁しさもある0だ

が珊を経て恥てみるとよくわかるという例をいく
つも鱈介されて1!1う〇は、罰疇代での〇繕tfl0●レ

さだ亀かつて r贔・"'る人債、食べる人とおおら
か1：：男女の分●霰肯定して批判をあび、霞映中止にな

ったCMがあった躊0トレンドや棗しげな●●0
鬱駕に0み目を軍われず、姓刷分“を組えていく竃

墨と遍かい批囀の目をもっていたい、その犠織を讀い
ていく必買を新た1：：レた鵬漬会であ9た

ヮーヴ4エ古At"酎貴・四•”しJ.とめました）
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